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令
和
５
年
８
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
ビ
ル
政
連
の
第
69
回

評
議
員
会
に
お
い
て
都
道
府
県
政
連
へ
の
分
担
金
が
見
直
さ
れ
、

東
京
ビ
ル
政
連
は
令
和
６
年
７
月
か
ら
25
％
の
引
き
上
げ
と
な
り

ま
し
た
。
当
政
連
の
本
機
関
紙
「
東
京
ビ
ル
政
連
」
購
読
料
は
、

平
成
７
年
に
「
税
込
３
万
６
０
０
０
円
／
年
」
だ
っ
た
も
の
を
、

平
成
11
年
に
「
税
込
３
万
円
／
年
」
に
引
き
下
げ
、
以
降
、
消
費

税
が
５
％
か
ら
８
％
、
10
％
と
上
昇
し
て
も
変
更
す
る
こ
と
な
く

維
持
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
全
政
連
分
担
金
の
見
直
し

に
伴
う
支
出
増
を
補
い
、
収
支
改
善
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、「
税
込0

３
万
円
／
年
」
か
ら
「
税
別0

３
万
円
／
年
」
へ
と
変
更

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
令
和
７
年
１
月
分
か
ら
適
用
）。
何
卒
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
機
関
紙
購
読
料「
変
更
」の
お
知
ら
せ

東
京
都
・
最
低
賃
金
を
50
円
引
き
上
げ

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
令
和
６
年
９
月
11
日
、
都
議
会
議
事
堂
自
民
党
総
会
室
に
お
い
て
、
東
京
都
議
会
自

由
民
主
党
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
振
興
政
策
研
究
会
、
東
京
都
財
務
局
と
意
見
交
換
会
を
開
催
。
８
月

29
日
に
実
施
さ
れ
た
「
令
和
７
年
度
東
京
都
所
有
の
建
築
物
の
維
持
管
理
に
関
す
る
要
望
」
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
際
に
質
問
が
あ
っ
た
項
目
な
ど
に
つ
い
て
、
改
め
て
詳
細
な
デ
ー
タ
を
用
意
し
て
要
望
を
訴
え
た
。

小
宮
事
務
局
長

意
見
を
述
べ
る
梶
山
理
事
長

宇
田
川
会
長

鈴
木
幹
事
長

伊
藤
幹
事

田
村
幹
事

意
見
を
述
べ
る
鈴
木
理
事

要
望
書
を
解
説
す
る
横
田
幹
事
長

　

都
議
会
自
民
党
Ｂ
Ｍ
政
策
研
究

会
か
ら
は
、
宇
田
川
聡
史
会
長
、

鈴
木
章
浩
幹
事
長
、
伊
藤
祥
広
幹

事
、
田
村
利
光
幹
事
、
小
宮
あ
ん

り
事
務
局
長
が
出
席
。
東
京
都
財

務
局
か
ら
は
、
経
理
部
長
、
契
約

調
整
担
当
部
長
、
総
務
課
長
、
契

約
調
整
担
当
課
長
、
契
約
調
整
技

術
担
当
課
長
が
出
席
。
当
政
連
か

ら
は
、
梶
山
龍
誠
理
事
長
、
榎
本

寛
副
理
事
長
、
横
田
英
雄
幹
事
長
、

鈴
木
雅
之
理
事
、
高
橋
誠
事
務
局

長
、
森
雄
樹
事
務
局
職
員
が
出
席

し
た
。

　

進
行
役
の
小
宮
事
務
局
長
が
、

「
本
日
は
暑
い
な
か
、
先
日
の
要
望

　

梶
山
理
事
長
は
、「
前
回
に
引

き
続
き
こ
の
よ
う
な
意
見
交
換
の

場
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に

東
京
都
財
務
局
の
皆
様
に
も
ご
同

席
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
関
連
団
体
の
東
京

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
と
政
治

連
盟
は
両
輪
と
し
て
同
様
の
要
望

を
提
出
し
て
お
り
、
本
日
は
低
価

格
入
札
や
障
害
者
雇
用
モ
デ
ル
入

札
等
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
」

と
説
明
。

　

続
い
て
横
田
英
雄
幹
事
長
が
、

「
先
日
提
出
し
た
要
望
書
に
つ
い

て
、
あ
ら
た
め
て
本
日
の
意
見
交

換
会
に
係
る
箇
所
の
ご
説
明
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
述
べ
、

詳
細
な
デ
ー
タ
や
ケ
ー
ス
を
踏
ま

え
て
低
価
格
入
札
や
障
害
者
雇
用

モ
デ
ル
入
札
の
現
状
に
つ
い
て
解

説
。「
本
日
は
、
こ
う
し
た
現
状

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
引
き
続
き
、
都
議

会
議
事
堂
ま
で
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
政
治
連
盟
の
皆
様
、
都
議
会

自
民
党
の
な
か
の
『（
政
連
）
応
援

団
』
と
し
て
私
ど
も
の
役
員
、
そ

れ
か
ら
東
京
都
財
務
局
の
皆
様
で
、

意
見
交
換
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
宣
言
し
て
開
会
。

　

宇
田
川
会
長
は
、
当
政
連
の
日

頃
の
支
援
に
対
し
て
謝
意
を
表
明

し
た
あ
と
、「
い
ま
ま
で
積
み
上

げ
て
き
た
取
り
組
み
を
ご
報
告

し
た
上
で
、
皆
様
の
ご
要
望
を
よ

り
詳
し
く
、
し
っ
か
り
と
聞
き
届

け
て
、
実
現
に
向
け
、
我
々
議
員

一
同
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
と
挨
拶
。

「低価格入札」など緻密な意見を交換
都議会自民党ＢＭ政策研究会・東京都財務局と

引上額
時間額

令和2年
0000円
1,013円

令和 3年
0028円
1,041円

令和 4年
0031円
1,072円

令和 5年
0041円
1,113円

令和 6年
0050円
1,163円

　

東
京
労
働
局
長
は

東
京
都
最
低
賃
金
を

50
円
引
き
上
げ
て
時

間
額
１
１
６
３
円
に

改
正
す
る
こ
と
を
決

定
、
10
月
１
日
に
発

効
し
た
。
東
京
都
最

低
賃
金
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
７

月
１
日
、
東
京
労
働
局
長
が
東
京

地
方
最
低
賃
金
審
議
会
に
諮
問
。

同
審
議
会
が
８
月
５
日
、
現
行
の

時
間
額
１
１
１
３
円
を
50
円
引
き

上
げ
て
１
１
６
３
円
（
引
上
率
４
・

49
％
）
に
改
正
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
旨
を
答
申
。
こ
れ
を
受
け

て
、
東
京
労
働
局
長
は
公
示
等
所

要
の
手
続
き
を
経
て
決
定
、
８
月

を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
、
意

見
交
換
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」
と
訴
え
た
。

　

要
望
に
対
し
て
財
務
局
経
理
部

長
と
契
約
調
整
担
当
課
長
が
挨
拶

と
説
明
を
行
い
、
そ
の
あ
と
意
見

交
換
。
宇
田
川
会
長
が
、
低
価
格

入
札
に
な
っ
た
案
件
、
落
札
後
不

履
行
や
辞
退
に
な
っ
た
案
件
の
詳

細
な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、「
自
分

の
予
想
以
上
。
ち
ょ
っ
と
異
常
だ

と
思
う
」
と
述
べ
、
財
務
局
の
見

解
を
求
め
て
話
し
合
う
な
ど
、
緻

密
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
鈴
木
幹
事
長
が
、「
本

日
は
財
務
局
の
皆
様
に
も
ご
出
席

い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
意
見

交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。
目
指
し

て
い
る
方
向
は
一
緒
で
す
の
で
、

現
場
の
人
た
ち
の
声
を
聞
き
、
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
目
配
り
を
し

て
、
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
品
質
確
保
、
都
民
満
足
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
」
と
謝
意
と
要

望
を
述
べ
、
閉
会
と
な
っ
た
。

30
日
に
官
報
公
示
を
行
っ
た
。

　

東
京
都
最
低
賃
金
は
、
都
内
の

事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

と
使
用
者
に
適
用
さ
れ
、
使
用
者

は
、
労
働
者
に
最
低
賃
金
額
以
上

の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
違
反
し
た
者
は
50
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、「
精
皆
勤
手
当
、
通

勤
手
当
及
び
家
族
手
当
」「
臨
時

に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
結
婚
手
当

な
ど
）」「
１
月
を
超
え
る
期
間
ご

と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
賞
与
な

ど
）」「
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働

及
び
深
夜
労
働
の
手
当
」
は
、
最

低
賃
金
に
算
入
さ
れ
な
い
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
な
ど
に
向
け
た
環
境

整
備
を
図
る
た
め
、「
業
務
改
善

助
成
金
」
制
度
（
業
務
改
善
助

成
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
電
話

０
１
２
０
‐
３
６
６
‐
４
４
０
）、

東
京
労
働
局
委
託
事
業
「
東
京

働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
開
設
（
電
話
０
１
２
０

‐
２
３
２
‐
８
６
５
）、「
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
助
成
金
（
賃
金
規
定
等

改
定
コ
ー
ス
）」
制
度
（
東
京
労

働
局
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
助
成
金
セ
ン

タ
ー
の
電
話
０
３
‐
５
３
３
２
‐

６
９
２
３
）
な
ど
の
支
援
施
策
を

推
進
し
て
い
る
。


